
別記様式（第 14 条関係） 

 

附属機関等会議録 

令和６年３月１９日  

 

会 議 の 名 称 令和５年度 第２回島田市地域ケア会議  

開 催 日 時 令和６年３月８日（金）19:00～20:40 

開 催 場 所  島田市役所 ３階  大会議室  

会 議 の 議 題 

（１） 島田市介護保険事業 2023 モニタリング 

（２） 島田市の介護保険事業 

（３） 総合事業の現状 

（４） その他の事業について 

（５） 島田市地域ケア会議「在宅医療介護連携部会」について 

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

公開 ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
 

公 開 の 場 合 の  

傍 聴 人 の 数 
０人  

出 席 者 の 氏 名 等 

<委 員 > 

山 城 厚 生 会 長 、 片 岡 英 樹 副 会 長 、 鈴 木 義 裕 委 員 、 小 杉 揚

子 委 員 、 伊 藤 由 美 委 員 、 川 端 泰 三 委 員 、 徳 本 英 史 委 員 、 

大 石 江 利 子 委 員 、 鈴 木 幸 治 委 員 、 中 山 和 彦 委 員 、 望 月 義

弘 委 員 、小 林  強 委 員 、永 田 伸 子 委 員  

<事 務 局 > 

包 括 ケ ア 推 進 課 大 久 保 勉 課 長 、 大 庭 渡 課 長 補 佐 、 川 本 実

子 係 長 、 米 澤 美 晴 係 長 、 鈴 木 大 地 保 健 師 、 島 田 市 医 師 会

紅 林 みな子 相 談 員 、長 寿 介 護 課 杉 本 健 二 係 長  

<その他> 

高齢者あんしんセンター第一     村松 剛 

高齢者あんしんセンター第二     大石 鑑子 

高齢者あんしんセンター六合     勝又 諒也 

高齢者あんしんセンター初倉     遠藤 久哉 

高齢者あんしんセンター金谷     杉山 葉子 

高齢者あんしんセンター川根     奥川 泰史 

 



会 議 の 結 果 

１  以 下 （ １ ） か ら （ ５ ） に つ い て 資 料 に よ り 報 告

し、意見を頂いた。  

（１） 島田市介護保険事業2023モニタリング 

要支援・要介護認定の状況、介護サービスの利用状況に

ついて 

（２） 島田市の介護保険事業 

地域包括ケア「見える化」システムを活用した地域分析

について 

（３） 総合事業の現状 

① しまトレ推進事業 

② パワーリハビリ教室事業 

③ eスポーツ教室事業 

④ 通所型短期集中予防サービス事業 

⑤ 認知症高齢者等見守り事業 

⑥ 介護予防ケアマネジメント促進事業 

⑦ 地域ケア会議推進事業（自立支援型地域ケア会議） 

⑧ 生活支援体制整備事業（外出支援） 

（４） その他の事業について 

実施状況評価シート 

（５） 島田市地域ケア会議「在宅医療介護連携部会」について 

 
・包括で行っている事業にもっと参加するようにしたいと考え

ている。 

・その人にあった事業計画を見つけるのは非常に大切だが、ど

のようにしているか。対象者をどのように選んで進めている

か。 

→簡易的なチェックをして対象者を検出する方法もあります

が、通いの場等に地域包括支援センターの職員が出向き、確

認している。また、地域の通いの場に、包括ケア推進課で任

用している看護師が随時巡回し、相談を受けたり、状況を把

握したりしている。 

・しまトレ推進事業で、しまトレに参加していた人が来れなく

なってしまった、ハードルが高く参加できないという声を聞

くが、そのような方々、団体に対しての支援をどのように考

えているのか。 

→参加者が高齢になり継続が難しくなっていることが課題。

その中でも、きっかけ講座やしまトレーナー養成講座は自身

の健康づくりを視点にしまトレの要素を取り入れながら興味

を持っていただき、地域の通いの場に参加していただけるよ

うな取り組みを行っている。 

 

 

 



・公認しまトレの数が増えている中、川根地区が今年度増えて

いると聞いていますが、どのような工夫と努力をされたの

か。 

→川根地区の高齢化率が50％を超え、自分に対して物忘れが

出てきたのか、体が少し弱くなってきたなど、見つめ直すこ

とが多くなり、その予防として「しまトレ」という週1回の運

動を続けることが認知症や身体機能の低下に対してどのよう

な効果があるか理解をしてもらうことを行った。 

  また、地域の開業医の先生が、初期の認知症、フレイルの

可能性がある方に対して、運動教室に行きなさいという指導

をしてくれるようになり、近くに作りたいという声がたくさ

ん上がったということです。 

・社協をはじめ、包括ケア推進課、高齢者あんしんセンターの

ご指導をいただきながら、何とか担い手を要請したいと考え

ている。 

・地域の通いの場などへ男性の参加が少ない。参加しやすい環

境づくりと周知が必要と思う。 

・介護予防の取り組みが給付費の抑制、認定率の低さに現れ、

改めて皆さんの介護予防の取り組みが島田市の介護保険事業

に重要であることを理解した。 

 

提出された資料等 

１  資料一覧  

（１）島田市介護保険事業 2023 モニタリング  資料１ 

要支援・要介護認定の状況、介護サービスの利用状況につ
いて                   

（２）島田市の介護保険事業                  資料２ 
地域包括ケア「見える化」システムを活用した地域分析 

（３）総合事業の現状            資料３ 
①しまトレ推進事業           資料４ 
②パワーリハビリ教室事業        資料５ 
③ｅスポーツ教室事業          資料６ 
④通所型短期集中予防サービス事業    資料７ 
⑤認知症高齢者等見守り事業       資料８ 
⑥介護予防ケアマネジメント促進事業   資料９ 
⑦地域ケア会議推進事業（自立支援型地域ケア会議） 
                    資料 10 
⑧生活支援体制整備事業（外出支援）   資料 11 

（４）その他の事業について 
実施状況評価シート          資料 12 
 

（５）島田市地域ケア会議「在宅医療介護連携部会」について 
                 報告資料１ 
 

会議を所管する課

の名称 
島田市健康福祉部包括ケア推進課  

その他必要な事項  

 


